
！

『 対策方法がわからない・・・ 』

『 とりあえず対策をしたが効果がない・・・ 』

機械・設備・装置の振動にお困りの方必見
対策前に知りたい情報が簡単にわかる

振動対策
のきほん

「３つの見える化」で分かる振動対策の手順

この１冊で解消！
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報を数値化し、適な対策ができるようおखいいたします。

$0/5&/54
このリーフレットでは振動対策のखॱや基ຊをհしております。

はじめて対策をݕ౼される方、対策をしていても効果がない方はੋඇ参考にしてみてください。

振動対策のखॱ̏ͭの 見える化

見える化 01 ʗ 障害振動を数値で見える化し許容振動基準を明確化12

見える化 02 ʗ 対策製品の効果を見える化し確実な製品選定1�

見える化 0� ʗ 対策効果の見える化14

技術者派遣測定　　　　　ʗ 技術者派遣で現地測定・解析レポートまで対応

セルフ振動測定サービス　ʗ 振動測定機を貸出・解析レポート作成をご提出15

見える化をサポートするサービス

1� 振動要素の基礎知識

し͍振動要素؆୯に解આ

現の装置や設備の振動対策選定ϓϩάϥϜ

装置や設備の開発における振動対策設計をサポート1�

ͦのଞサービスのごհ
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見える化

01 障害振動を数値で見える化し許容振動基準を明確化　

振動ݯΛ特定する
「影響を及ぼす振動はどこからきているのか？」・「振動
を発する設備はなにか？」等、障害の起因となってい
る振動の発生元を特定します。

振動発生元は振動源と思われる機器の動作を OFF にし
て、障害が継続するか、障害が無くなるかで特定でき
ます。

振動の発生元が特定できたら振動の発生元側で対策を
行うか、障害を受けている側で対策を行うかを決定し
ます。

振ಊ৶ݱ

障害ͱな͍ͬͯΔ振動をԽ͢Δ

障害振動のੑ࣭の確認
振動の性質により対策方法が変わるため、障害振動（障
害を起こしている振動）がどのような性質かを把握し
ます。

振動対策を行う上で、２つの項目を把握することが必
要となります。

「周波数」は必須で、残り 1 つは振動の大きさを表す「変
位」・「速度」・「加速度」のいずれかです。

※周波数・速度・変位・加速度については P7、P8 をご覧ください。

ඞਢ

प ＆
͍ͣΕか̍ͭ

มҐ・・Ճ

障害振動のੑ࣭をѲ͢Δ߲

障害振動が分からない場合は振動測定を行い、解析す
る必要があります。これにより右図のように、10μm
の障害は振動周波数 40Hz であることが把握できます。

障害振動をで͑ݟΔԽ
周波数 40Hz で変位 10μm

振動ج४ΛͰ設定する
振動は小さくすることはできても無くすことはできま
せん。
障害振動をどこまで抑えなくてはならないか基準を明
確にします。

「ある程度揺れが収まれば良い」などの体感的な指標は、
個人差が大きく適正な対策が行えないため、「10μmの
バラつきを２μm以下に抑える」等の具体的な数値で基
準を設定します。

基४を࡞Δ

༰振動基४の໌֬Խڐ
測定のバラつきを 2μm  以内にする

ಊ৾बഀ ਼>+]@

ఈ
��ИP

ఈ
�ИP

0 10 20 30 5040

6

4

2

0

12

8

10

ร
Ғ
>И
P
@

Ϊν
��Ϊν

बഀ਼ ��+] 
振ಊ͗ఈ
ώϧςΫͶӪڻ
͢ͱ͏Ζ

্֒ਫ਼ݱ



3

໘ͱ࿈݁͢ΔλΠプ

྆༤ωδλΠプ

໘ʹਾ͑ஔ͖͢Δ場߹　

ύου・プϨートλΠプ Ϩベϧௐػʴ振ύου

Ϩベϧௐ͕ඞཁな場߹

対策製品の効果を見える化し確実な製品選定　　　　

対策製品にඞཁな特ੑΛ確認する
設定した許容基準に対して、特定している障害振動を
何倍に減衰させなければならないかを確認します。

10μmのバラつきを許容基準の２μmに抑えるためには、
障害振動の周波数 40Hz を 0.2 倍（1/5 倍）に減衰で
きる減衰性が必要です。

Խͨ͠障害振動をڐ༰基४·でݮਰで͖Δ対策製品の選定

るԽͨ͠特ੑΛもͭ製品Λ選定する͑ݟ
障害振動を許容基準まで減衰可能な製品を製品の特性
グラフから選定します。
上記で把握した障害振動の周波数 40Hz の振動を 0.2
倍（1/5 倍）に減衰する性能を右図の製品の特性グラ
フで確認します。

また把握した振動は、減衰できるが揺れが大きくなる
等の稼働時に不具合が発生しないように設備・装置の
稼働特性も考慮します。

対ثػの対策Օॴʹ߹Θͤͨ製品選定

設置݅に߹Θͤͨ製品選定
対策する対象機器や設置条件等に合わせて製品選定を行います。
例えば次のような場合があります。

対策製品ʹඞཁなಛੑの͑ݟΔԽ
40Hz の振動を 1/5 以下にできる減衰性

ਰՄな製品のԽݮ
40Hz の振動を 0.2 倍 に減衰できる性能

見える化

02

ఈώϧͯ͘ ६خʥ֪༲ʤڒ
Νຮ਼ͪͤ

ࡑݳ ଲޛࡨ
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振動測定サービスのご案内

対策効果の見える化

対策製品Λಋೖ͠ޮՌΛ確認͠対策ྃ
対策製品の設置を行い、障害振動が減衰できており、
稼働時に支障がないかを確認します。
障害振動がある場合でも、設定した許容基準を満たし、
稼働時に問題が出なければ対策完了となります。

対策製品をಋೖ͠ޮՌを֬ೝ͠対策ྃ

対策ޮՌの͑ݟΔԽ
【製品選定】  パッド・プレートタイプ
【効果の確認】　 周波数 40Hz で 2μm
【対策完了】  許容振動基準を満たす

振動対策は体感的な対策基準ではなく、数値で「見える化」することで確実な
対策を行うことができます。

·ͱΊ

まずは障害振動の性質を特定していきましょう。

詳細は次のページをご確認ください。

セルフ振動測定サービス

͓٬༷で؆୯ʹଌ定

技術者派遣測定

ごཁʹ߹Θͤͨଌ定

見える化

03
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※有償サービスとなります。費用・詳細に関してはお問合せください。

振動測定機を貸出・解析レポート作成をご提出

֓ཁ
お客様で簡単に振動測定でき、弊社で解析、レポート提出することで障害振動を特定できます。
次のようなご要望に最適な測定方法です。

ηϧϑ振動ଌ定サーϏε˞

●対策場ॴのポΠϯトの振動をଌ定͍ͨ͠ɻ
●障害振動のѲをͯ͠ɺࣗࣾで対策を検౼͍ͨ͠ɻ
●振動ݩはಛ定͍ͯ͠Δ͕ɺൃੜ͍ͯ͠Δ振動のੑ࣭をѲ͍ͨ͠

ղੳϨポートの༰
時間波形と周波数分析のグラフとなります。

●レポートから数値で把握できる項目
・障害振動周波数（Hz）
・加速度（m/s ２）

どの周波数で、振動が大きくなっている（加速度）か
把握できます。

ΝಝఈͤΖݱɼ振ಊ͏ߨյఈΝ̐ܯփՖಉ時ʀඉՖಉؽ

ηρο21���2))

加ଐౕιンγー
ຌର

ఈ

測定ํ๏
●１回の測定は１ポイント（XYZ 方向を同時測定）５
　分まで。
●５ポイントまで測定データを登録。（５ポイント以上
　は費用追加）
●測定したい場所に加速度センサを置きボタン操作の
　みで測定完了。

ܯփՖಉ時ͳඉՖಉؽ �յ
ఈΝ͏ߨɼ振ಊݱΝಝఈͤΖ

SELECT STARＴ STOP

O　N

O F F

X

Y
Z

測定機貸出・ղੳϨポートఏ出サーϏスのྲྀΕ
１．お客様にて「振動測定見積依頼書」を弊社へ提出。
２．弊社よりお見積り提出。
３．お客様にて御発注後、弊社より振動測定機を貸出。
４．お客様にて振動測定。
５．測定後、弊社に振動測定機を返却。
６．弊社にて測定データを解析、お客様にレポート提出。
※振動測定見積依頼書は裏表紙をご確認ください。

ఈؽΝୁ出

Յଐౕιンγー
ຌର
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※有償サービスとなります。費用・詳細に関してはお問合せください。

技術者派遣で現地測定・解析レポートまで対応

֓ཁ
現地に技術スタッフを派遣し、ご要望に応じた測定方法から解析レポートの提出まで対応します。
次のようなご要望に最適な測定方法です。

ٕज़ऀݣଌ定˞

˔ࣗࣾʹ振動ʹৄ͍͠ऀ͕͍な͍ͨΊɺ振動のٕज़ऀʹଌ定ͯ͠ཉ͍͠ɻ
˔पลઃඋڥのՔಇঢ়گからؒ࣌ʢ̑ Ҏ্ʣଌ定͠ɺൃੜݩをಛ定͍ͨ͠ɻ
˔ෳのポΠϯトをಉ࣌ଌ定͠ɺ振動ୡঢ়گをѲ͍ͨ͠ɻ
ɻ͍͍ͨʹ༰振動基४ɺূ໌なͲڐ४ͨ͡ଌ定ࣗࣾのʹ֨ن˔
˔ଌ定ͱղੳを͍ߦɺ障害͕͖ىな͍Α͏ʹઃඋஔの։ൃを͍ͨ͠ɻ

技術スλοϑ派遣にΑる測定サーϏスのྲྀΕ
１．お客様にてご要望の確認（障害・測定項目など）、「振動測定見積依頼書」を弊社へ提出。
２．弊社よりご要望をもとにお見積提出。
３．お客様にて御発注後、弊社スタッフが現地で振動測定。
４．測定後は口頭で簡易報告。
５．後日、弊社より解析レポートを提出。
※振動測定見積依頼書は裏表紙をご確認ください。

測定ํ๏
●測定したいポイントや時間を確認します。
●弊社より持参した専用の測定機で測定いたします。

ղੳϨポートの༰
１．測定状況（ポイント数、環境など）
２．測定項目（時間、周波数、加速度、変位、速度）
３．トリパタイト表（許容振動基準内の判断など）

報告書番号　＊＊＊＊＊＊＊＊
製造番号　　 ＊＊＊＊＊＊＊＊
作成日　　　　２０２２年〇月×日

 　１．日時 ： ２０２２年〇月△日　○○：△△～□□：××（振動）

 　２．測定場所 ： ○○○○株式会社　△△棟　　□階

 　３．測定ポイント数 ： 振動（装置１台分）　１ポイント

 　４．測定立会者 ： ○○○○株式会社　△△様

 　５．測定者 ： 株式会社ナベヤ　制振技術部　○○○○・△△△△　(TEL　058-201-0107)

 　６．対象装置 ： △△社製 □□装置

 　７．測定条件　 振動 ： 装置設置場所床下（Ａ、Ｂ）：○○振動、△△振動、□□振動

 　８．分析条件　 振動 ： 計測方法 ：床下（Ａ、Ｂ）での加速度（Ｘ・Ｙ・Ｚ方向）同時計測
： 周波数範囲 ：加速度○～○○Hz
： 周波数分解能 ：△△ﾗｲﾝ（解析周波数より算出）ﾘﾆｱｽﾍﾟｸﾄﾙ（FFT）分析RMS値及びRMS（PSD）値処理
： 解析処理 ：Ａｖｅｒａｇｅ
： 窓関数 ：HanningWindow
： 解析時間 ：Ｎｏｒｍａｌ（90ｓｅｃ）Walking（60sec)

 　９．測定機器 ： 加速度センサー MG-102S 特許機器製
： 振動計 OSP-06 特許機器製
： データレコーダ LX-1000 TEAC製
： ＦＦＴ分析器 DS-3000 小野測器製

 １０．測定結果 ： 装置Ｓｐｅｃとの比較（詳細はＦｉｇ－Ｖ１～Ｖ２参照）
１．○○○　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ　Ｓｐｅｃ（○～○○Ｈｚ：　△μｍ/sec/√Hz　以下）
　　すべての方向で装置振動許容値以内に入っていました。

２．△△△　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ　Ｓｐｅｃ（　□μｍ/sec　以下）
　　すべて装置振動許容値以内に入っていました。

 　１１．測定資料（目次） ： 振動測定報告書　表紙 
： 測定結果 
： 測定位置見取り図 　1ポイント目
： 以下1ポイント目測定結果グラフ

： Ｆｉｇ－Ｖ１ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ａｎａｌｙｓｉｓ（ＰｏｉｎｔＡ、Ｖｅｌｏｃｉｔｙ） ：On the ＨＰｉｌｅｓ
： Ｆｉｇ－Ｖ２ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ａｎａｌｙｓｉｓ（ＰｏｉｎｔＢ、Ｖｅｌｏｃｉｔｙ） ：On the Beam
： Ｆｉｇ－Ｔ１ Ｔｉｍｅ　Ｃｈａｒｔ（ＰｏｉｎｔＡ）
： Ｆｉｇ－Ｔ２ Ｔｉｍｅ　Ｃｈａｒｔ（ＰｏｉｎｔＢ）

株式会社ナベヤ
制振技術部

承　認 査　閲 担　当

振動測定報告書

ఈয়ڱʀఈߴ
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振動要素の基礎知識　　

振動の基礎知識の中でよく登場する言葉である「周波数」・「変位」について洗濯機を例に解説していきます。

प・มҐのཧղ

पͱ
周波数とは、1 秒間の揺れの回数を意味します。
単位は「Hz( ヘルツ )」であり、1 秒間に 60 回揺れれば 60Hz、100 回揺れれば 100Hz となります。
例えば地震のように大きくゆっくり揺れる振動より、携帯電話のバイブレーションのように小刻みに速く揺れる振動
の方が周波数は大きくなります。

洗濯機の振動で、左と右に往復した揺れが 1 秒間に 5 回揺れた場合は、5Hz となります。同様に床の振動で、上と下
に往復した揺れが 1 秒間に 150 回揺れた場合は、150Hz となります。

มҐͱ
変位とは、位置の変化（揺れの向きと大きさ）を意味し、単位は「ｍ ( メートル )」で表します。
例えばメトロノームは、動作前の中心の位置を基準に左右に同じ大きさで揺れます。
振動も同様に、ある基準の状態を中心に左右（又は上下）に揺れ、この位置の変化を「変位」と表します。

洗濯機の振動で、左と右に揺れた変位が基準に対してそれぞれ 0.02m の場合、下図のように表現できます。
同様に床の振動で、上と下に揺れた変位が基準に対してそれぞれ 0.001m の場合、下図のように表現できます。

बഀ਼
̓+]

̏භ間Ͷ �յ振ಊ

बഀ਼
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̏භ間Ͷ ���յ振ಊ
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振動の基礎知識の中でよく登場する言葉である「速度」・「加速度」について車を例に解説していきます。

・Ճのཧղ

ͱ
速度とは、対象物の単位時間あたりの変位を表します。
単位時間とは、「1 秒、1 分」などの決まった時間のことを指し、変位とは、「1m、1km」などの位置の変化を指します。
速度の単位は、１秒 (s) あたりの変位 (m) の場合、「m/s」となります。
※メーター・パー・セック、またはメートル・毎秒 ( まいびょう ) と読みます。

値は「 速度 (m/s) ＝　変位 (m) ÷ 時間 (s) 」の計算式で計算できます。
1 秒間で 2m 進む場合、「 ( 2m - 0m ) ÷ 1s = 2m/s」で速度は 2m/s と表します。
1 秒間で 3m 進む場合、「 ( 5m - 2m ) ÷ 1s = 3m/s」で速度は 3m/s と表します。

Ճͱ
加速度とは、単位時間当たりの速度の変化を表し、単位は 1 秒 (s) あたりの速度の変化 (m/s) の場合、「ｍ /s ＾ 2」
となります。

※メーター・パー・セック・ジジョウ、またはメートル・毎秒 ( まいびょう )・毎秒 ( まいびょう ) と読みます。

値は「 加速度 (m/s ＾ 2) ＝ 速度 (m/s) ÷ 時間 (s) 」の計算式で計算できます。
物体が加速すると速度が上昇し、減速すると速度が低下します。
1 秒間 (s) に速度 3 ｍ /s 上がる場合、 「 ( 3m/s - 0m/s ) ÷ 1s 」で加速度は 3m/s ＾ 2 となります。
1 秒間に速度が 3m/s で変化がない場合、「 ( 3m/s - 3m/s ) ÷ 1s 」で加速度は 0m/s ＾ 2 となります。

1 秒間 (s) に速度 2m/s 下がる場合、 「 ( 1m/s - 3m/s ) ÷ 1s」で加速度は -2m/s ＾ 2 となります。
速度の変化量が大きいほど加速度は大きな値になるため、車の場合、急発進ほど高く、加速が緩やかな場合ほど低く
なります。すなわち、加速度は「勢い」として体感されます。

��P�V��P�V� ʺ �V

加ଐౕ   P�V3 2

��P�V��P�V� ʺ �V

加ଐౕ    P�V-2 2

��P�V��P�V� ʺ �V

加ଐౕ   P�V0 2

��P��P� ʺ �V

ଐౕ   P�V2
��P��P� ʺ �V

ଐౕ   P�V3
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装置や設備の開発における振動対策設計をサポート
৽ػछなͲの։ൃʹܞΘΔઃ༷ऀܭɺ振動対策ઃܭから対策ྃ·でをόοΫΞοプ

前振動測定ࣄ・ͤ߹様ଧ．１
開発される装置や設備に求められる許容振動基準の設定、対策する箇所、障害と
なる振動の性質特定における測定など含め、最適な提案ができるようにお客様の
ご要望をお聞きします。

�．防振ࡐ選定・γϛϡϨーγϣン
仕様確認、事前測定のデータを解析し、最適な材料を選定、提案をします。選定
した材料を用いて、実際に対策を行った際の減衰効果や揺れなどシミュレーション
を行い、リスク軽減などを含め最適な材料をご提案します。

࡞製・ܭ品の設࡞ࢼ．̏
防振材の選定及びシミュレーションの結果から、対策箇所に最適な標準品の提案や、
設備や装置に合わせた試作品の設計を行い、ご提案します。

ධՁ・ݧࢼ品の࡞ࢼ．̐
試作品の機能及び耐久性、効果のデータを提示できるように、自社で試験、お客
様の実機とあわせて試験・評価を行います。

ೲೖ・࡞製ܭ品の設࢈ྔ．�
試作品の機能、耐久性、減衰性が要求事項を満たした後、量産品の設計を行い、
コストダウン、供給体制をご提案します。自社で製作し安定した供給を行います。

-6

0

-2

-4

2

4

6

時間 [S]

加振応答シミュレーション

00 200200 400400 600600

入力

出力
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現の装置や設備の振動対策選定ϓϩάϥϜ
現場の振動障害は WEB の選定プログラムで対策製品の選定をサポート

検索ナベヤ OR

１．ナベヤ WEB サイト振動対策ガイドへアクセス
下記खॱでφϕϠ XFC ページへΞクセス。（63-ɿIUUQs�//XXX.OBCFZB.DP.KQ/）

２．除振・防振製品選定プログラムへ
周波数やऔ形状、支持ՙॏなど、お客様の条件をೖྗすることで、最適な製品をご提案します。減衰効果など
のシミュレーション結果も確認できます。

3．最適な製品の確認
選定プログラムから選定された製品を֤製品ページで特や機能を確認します。

事例から最適な商品をご紹介 基礎・基本をご紹介

その他コンテンツも充実
選定プログラムから選定された製品を֤製品ページで特や機能を確認します。



振動測定見ੵґཔॻ
この度は、弊社「振動測定サービス」をおਃࠐみいただき、にありがとうご͟います。
下記シートに必要事項をご記ೖの上、F"X またはメールにてૹいただきますようおئいਃし上͛ます。
依頼書受ྖ後、୲当ऀよりご࿈བྷさせていただきます。

♦お客様情報

お申込日 年　　　　月　　　　日

会社名 お名前
フリΨφ

ご住所
〒

電話番号 ＦＡＸ

ＭＡＩＬ

♦ご依頼の目的

□ 外部からの振動対策における障害振動の特定

□ 設備や装置の発生する振動の特定

□ 設備や装置の開発に伴う振動対策検討

□ 対象場所や設備などの現状把握

営業本部／〒 500-8743　岐阜市若杉町 25
TEL.(058)273-6521  FAX.(058)278-0220

♦販売店様情報

会社名 ご担当者名

電話番号

♦ご希望サポート

□　測定機器貸出サポート □　技術者派遣測定
※サポート内容の詳細は P ５、P6 をご確認ください。

ʻૹઌʼ　　'"9  �  	05�
2���0022      ."*- � OBCFZB!POT.DP.KQ




